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「DX 環境学最前線」 

ＤＸの最先端を九州大学の学生が体験 
 

～全国に先駆け、環境学のデジタル化を担う人材育成を実施～ 

 

●国土交通省では、データとデジタル技術を活用し、非接触・リモート型の働き方への転換と抜本的

な生産性や安全性向上を図るため、インフラ分野の DX（デジタル・トランスフォーメーション）

を推進しています。 

●DX の推進には、デジタル技術を活用する、若い世代の人材育成が必須となります。 

●そこで九州地方整備局では、これからの日本を担うＤＸの人材育成のため、大学と連携しインフラ

分野のＤＸの学習コンテンツ作成に取り組んできました。 

●このたび、全国に先駆け、九州大学の学生を対象に「レーザーを用いた新しい測量技術」「ゲーム

エンジンを用いた仮想世界作成」など、最先端技術を学生が実際に体験し学ぶ「DX 環境学最前線」

を実施します。 

 

 

１. 開催日時  令和４年７月１５日（金）１２：0０～１７：１５ 

 

２. 開催場所  九州技術事務所 インフラＤＸ人材育成センター 

 

３. 講師 

  九州地方整備局インフラ DX 推進室、日本工営株式会社、EpicGames（ゲームエンジン） 

 

４. 参加者 

■九州大学 大学院生等 約３０名 

■九州大学 准教授 清野 聡子先生（九州大学大学院工学研究院 環境社会部門生態工学研究

室） 

■九州大学 助教 野上 大史先生（九州大学大学院工学研究院 機械工学部門 先端医療デバ

イス研究室） 

 

５. 添付資料 

  資料１：デジタル技術を用いた新たな調査手法 

  資料２：ゲームエンジンを用いた仮想世界作成 

   

 

 

 

 



６. その他（スケジュール、取材等） 

【当日のスケジュール】 

（第１部）１２：００～１４：３０ 

  （第２部）１４：４５～１７：１５   ※第 1 部,第 2 部と２回に分けて実施。内容は同内容。 

取材は第２部の時間帯（14:45～17:15）にてお願いします 

【当日の研修内容】 

   ・レーザーを用いた新しい測量技術（屋外実習） 

   ・ゲームエンジンを用いた仮想世界作成（屋内実習） 

 

【問い合わせ先】 

九州地方整備局 企画部 インフラ DX 推進室 

 建設専門官 房前和朋（ふさまえ かずとも）（内線 331７） 

  e-mail：fusamae-k8910@mlit.go.jp 

  TEL（代表）：０９２－４７１－６３３１ FAX：０９２－４７６－３４６５ 
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デジタル技術を用いた新たな調査手法

資料１



DXを用いた調査

iPhoneによる点群データ取得
現在九州地方整備局ではTEC-FORCE現地調査のため、現地に、ロードメジャー、赤白ポール、ピンポール、アルミ

スタッフ、巻き尺、コンペックス、リボンテープ、赤白ロッド、水平器、傾斜計、下げ振り、方位磁針を携行している。
しかし、被災地は足場が悪いため携行品は最小限が望ましく、また両手が空いていることも安全上重要。

iPhoneを用いることで、携行品を増やすことなく、高い精度を有する点群測量が可能となる。

現在携行している測量機器 iPhoneで計測可能



DXを用いた調査

iPhone13pro等の一部にの機種には、高精度なレーザー測量装置（LiDARセンサー）搭載されている。このセンサー
を用いて、クラックの計測を行った。延長約２０ｍのクラック計測に要する時間は３０秒程度。データの処理はiPhone
で行い、要する時間は１分３０秒程度で点群データ（３Dモデル）の計測ができた。また自撮り棒などを使うことで安
全に計測が可能。
従来の手法（アルミスタッフや巻き尺）と比較して、生産性が数十倍以上かつ高精度の計測が可能。

作成したクラックの３Ｄモデル、測定した点の座標に、カメ
ラで撮影した色をつけて表示。写真のように使用できる。



ゲームエンジンを用いた仮想世界作成

資料２



ゲームエンジンを用いた仮想世界作成

川づくりの合意形成にはパースや模型など
が用いられてきた。ＶＲ（ゲームエンジン）
を用いることで、低コストかつ意見を聞きな
がらその場でリアルな３Dモデルの作成がで
きる。（写真は地面を掘ってワンドを作成し
ている場面）

ＶＲ（ゲームエンジン）を用いた３Ｄモデル ＶＲ（ゲームエンジン）を用いた川づくり

九州地方整備局では、ＶＲ（ゲームエンジン）
を用いた３Ｄモデル構築手法を開発。低コストか
つ短期間で従来とは比較にならない、高画質の３
Dモデルの作成が可能。



普及のための
取り組み

• 九州地方整備局ではゲームエンジンを用
いた仮想世界を作成する手法を開発。メタ
バースやデジタルツインとして活用すると
ともに技術の普及促進を行っている。

• 令和４年５月１２日には、インフラ分野
でのメタバース作り方と活用について講習
会を開催。1,110名の参加申し込み

• 令和４年７月１２日には、九州内の大
学・高専の教員を対象にシンポジュウムで
講演予定。約２００名が参加予定。

など、学会や自治体等で多数の講演を
行っている。
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